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観光産業の再生や宇宙開発

の可能性、身近な宇宙旅行が

可能になる。 

コロナの情報やワクチンの共

有で感染症を消滅させるこ

とが期待される。 

山崎 直子 

宇宙建築 
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星宙の飛行士 

 

寺門 和夫  

宇宙開発の未来年表 
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宇宙ビジネス入門 

１.プ ロ ジ ェ ク ト の 目 的 

着物の船内服を考案することで、宇宙飛行士に着用していただく。

それにより、日本文化（萩市）の素晴らしさについて知る機会を設け、

メディア等で配信することにより国際理解の懸け橋としたい。 

 

 

２.背    景 

 各国の宇宙飛行士は、ＩＳＳなど限られた空間で長期間滞在する

こととなる。そのため、各国が協力し、お互いを理解する象徴の場で

あることが求められる。（宇宙開発の可能性） 

 また、コロナ禍の影響もあり日本をはじめ各国の交流が抑制され

ており、これまで以上に情報共有が重要であると考えた。 

３.期 待 さ れ る 効 果 

 

            

 

 

 

４.生地の燃焼実験 

燃焼実験（JISＬ１０９１Ａ４法（垂直法）） 

目的 船内作業での電気火災等の対策の一つとして難燃繊維

の安全性を試す。 

方法 ＪＩＳＬ１０９１Ａ４法（垂直法）によりメーカーの規格表と併用

し実施した。 

結果        ＞     ＞      ＞  
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目的 各繊維の臭いについての特性を試す。 

方法 ＪＩＳＫ０８０４法（ガス検知管） 

結果 

      ＞     ＞     ＞ 

６.着 物 の 船 内 服 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７.今後の取り組みとして 

（１）ＪＦＳ（日本宇宙フォーラム）に試作品を発送しアドバイスをいただ

くとともに、必要である実験で検証・改善を図り、実用化を目指す。 

（２）専門科目で着物を活用した宇宙開発の可能性を模索する。 

〇観光ディスカバリーの創造〔商業系学科〕 

・体験型観光の創出 ・各国の伝統文化の発信 

 ・天体観測（地球観測） 

〇宇宙ホテルの設計〔工業系学科〕 

着物の船内服を作る 
宇宙ステーションでの

国際交流 

船内服の 

工夫箇所 

船内服の 

繊維素材 

美しさ 

〇前合わせは、着崩れを防止す

るためマジックテープを活用。 

 

安全性 

〇袖及び裾は機械等で引っ掛

かりを防止するため絞る。 

 

利便性 

〇船内作業時に工具等を和服

に入れることが可能なポケットを

設けた。（取り外し可能） 

 

デザイン性 

〇ハイウエスト部分には市松模

様を採用した。 

〇上着については、消臭性能

に優れている東レ 7772KPLA2

を採用。 

〇袴（ズボン）については、特

に難燃性に優れている東レ

4180-MDBを採用。 

文化の共有 

５.生 地 の 臭 気 実 験 


